
科目の情報 令和６年度

科目コード E203

授業科目名 キャリアアップⅡ
授業科目名（英文） Career Building SupportⅡ
講義室等 6106
学科 産業衛生科学科
対象学年 2年
開講学期 通年
必修・選択の別 必修
単位数 1
時間数 15
該当ディプロマ ◎産ＤＰ-４・コミュニケーション＆スキル
該当コンピテンス ◎産ＣＰ-６、〇産ＣＰ-１、△産ＣＰ-８
学科
対象学年
開講学期
必修・選択の別
単位数
時間数
該当ディプロマ
該当コンピテンス
担当教員 河村　洋子
授業の概要 夏季休業中に、企業等で5～10日程度の就業体験機会に取り組み、職業意識を形

成し、進路を明確にするとともに、就職活動の準備をする。
本科目では、インターンシップへの参加が初めてであることを想定し、準備を十
分に行う

授業の到達目標
（学修効果）

本科目（キャリアアップⅡ）は３年次必修科目（キャリアアップⅢ)と連動し
て、以下の学修目標を掲げる。
・社会人として必要な基礎的な知識やスキルを身につける
・インターンシップへの参加を通じて、労働安全衛生の重要の認識を高める
・社会人として必要な倫理観に沿い、節度ある行動をとることができるようにな
る

予習復習の所要時間 講義時間16時間(2時間×1コマ×8回)+予習・復習29時間
成績評価方法 企業での就業体験の準備（30％）、就業体験の実績（50％）、報告会発表

（20％）で60点以上を合格とする。
上記は大枠として、３年次のキャリアアップⅢとの連続で最終的な判断基準とす
る。

教科書 指定なし
参考書
その他 キャリアアップⅡはインターンシップ準備として位置付け、キャリアアップⅢで

実際のインターンシップ参加をイメージしながらも、２年次からインターンシッ
プに参加することを勧める。したがって、２、３年次で２回のインターンシップ
を経験することも可能である。一方、この科目の枠組で働き方やキャリア形成に
ついて考える機会を設けるので、そのような機会への参加も科目単位の要件とな
る。各機会の「ポイント(点数）」及びキャリアアップⅡ及び最終的に３年次の
キャリアアップⅢの履修で満たすべき「ポイント(点数）」をオリエンテーショ
ン時に説明する。



キャリアアップⅡ 令和６年度

回 年月日
曜
日

時限 授業の形態 講師
非
常
勤

備考

オリエンテーション 河村　洋子
予習 渡邉　裕晃
復習

就労、就職活動、キャリア構成などに関連
するワークショップ等への参加、実際のイ
ンターンシップへの参加。4月下旬〜5月上
旬のインターンシップ機会の探索のための
説明会を開催予定（日時は追って連絡）

外部講師含む 2

予習 渡邉　裕晃
復習

就労、就職活動、キャリア構成などに関連
するワークショップ等への参加、実際のイ
ンターンシップへの参加。4月下旬〜5月上
旬のインターンシップ機会の探索のための
説明会を開催予定（日時は追って連絡）

予習 渡邉　裕晃
復習

就労、就職活動、キャリア構成などに関連
するワークショップ等への参加、実際のイ
ンターンシップへの参加。4月下旬〜5月上
旬のインターンシップ機会の探索のための
説明会を開催予定（日時は追って連絡）

予習 渡邉　裕晃
復習

就労、就職活動、キャリア構成などに関連
するワークショップ等への参加、実際のイ
ンターンシップへの参加。4月下旬〜5月上
旬のインターンシップ機会の探索のための
説明会を開催予定（日時は追って連絡）

予習 渡邉　裕晃
復習

就労、就職活動、キャリア構成などに関連
するワークショップ等への参加、実際のイ
ンターンシップへの参加。4月下旬〜5月上
旬のインターンシップ機会の探索のための
説明会を開催予定（日時は追って連絡）

予習 渡邉　裕晃
復習

就労、就職活動、キャリア構成などに関連
するワークショップ等への参加、実際のイ
ンターンシップへの参加。4月下旬〜5月上
旬のインターンシップ機会の探索のための
説明会を開催予定（日時は追って連絡）

予習 渡邉　裕晃
復習

インターンシップ実施者報告会 河村　洋子
予習 渡邉　裕晃
復習

8 講義・演習

授業計画(講義・演習・実習）
非常勤講師(学内：１　学外：２）
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